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第 １ ０ － １ ４ ６ 号  
２０１０年１０月２９日 

平成２３年３月期 第２四半期決算および通期業績予想について 
 

ＡＮＡグループでは、本日１０月２９日（金）、平成２３年３月期 第２四半期決算の概況を取りまとめ

ました。詳細は別添の「第２四半期決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２３年３月期 第２四半期の連結業績 
（１）連結経営成績（連結子会社７１社、持分法適用非連結子会社５社、持分法適用関連会社２０社） 
①概況 
・ 堅調な需要推移により、世界的な景気後退と新型インフルエンザの影響を受けた前

年同期と比較して、航空運送事業で大幅な増収となりました。 
・ 「ＡＮＡグループ２０１０－１１年度経営戦略」の着実な実行により、生産性のさらなる

向上とコスト構造改革を推進し、グループ全体で営業費用の抑制に努めました。 
・ 特別損益は、独禁法関連引当金繰入額の計上等により１４１億円の損失となりました。 

これらの結果、当期の連結経営成績は、営業収入が６，８４１億円、営業利益が５６８億円、経常

利益は４５５億円、四半期純利益は１３２億円と大幅な増収増益となりました。 
            

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第２四半期累計期間 増減 増減率(%)※１ 

営 業 収 入 ６，８４１ ６，１１８ ７２３ １１．８ 
営 業 費 用 ６，２７３ ６，４００ ▲ １２７ ▲ ２．０ 
営 業 損 益   ５６８ ▲  ２８２   ８５０ ―― 
営 業 外 損 益 ▲ １１３ ▲  １３２    １９ ―― 
経 常 損 益   ４５５ ▲  ４１５   ８７０ ―― 
特 別 損 益     ▲ １４１     ０ ▲ １４２ ―― 

四半期純利益または純損失  １３２ ▲  ２５３  ３８６ ―― 
※１ 前年同期との比較による増減率を示しています。 

 
単位：億円（単位未満は切り捨て）   

平成２３年３月期 
第２四半期 

 〔参考〕平成２２年３月期 
第２四半期 増減 

【セグメント情報】 
売上高 営業損益※２  売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航空運送事業 ６，１１７ ５１４  ５，４００ ▲２８７ ７１７ ８０２ 
旅 行 事 業 ８５０ ２６  ８７５ ▲  ６ ▲２５ ３２ 
そ の 他 ６８３ ２５  ６９１   ８ ▲ ８ １６ 

※２ 各事業における営業損益はセグメント利益に該当します。 

ANA NEWS 

ＡＮＡ広報室 03-6735-1111 成田 0476-34-7042 羽田 03-5757-5548 伊丹 06-6856-0270 関西 072-456-7342 
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②国内線旅客事業 
・ ビジネス需要、プレジャー需要ともに堅調に推移し、生産量を減少する中でも、旅客

数は前年同期実績を上回りました。 
・ 「乗継旅割」の新規路線設定、「ＡＮＡカードファミリーマイル」の開始など、需要喚起と

サービスの強化に努めました。 
・ ゴールデンウイークや夏の多客期間には、臨時便の設定や機材の大型化を行うなど、

引き続き需給適合を推進しました。 

結果として、国内線旅客収入は前期比２．５％増の８１億円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第２四半期累計期間 増減 増減率(%)) 

売上高（億円） ３，３２５ ３，２４４   ８１ ２．５ 
旅客数（千人） ２０，９５７ ２０，２０６ ７５０ ３．７ 
座席キロ（百万座席キロ） ２８，３９８ ２９，５５９ ▲１，１６０ ▲ ３．９ 
旅客キロ（百万人キロ） １８，６３２ １７，９６０ ６７２ ３．７ 
利用率（％） ６５．６ ６０．８   ４．８ ――― 

 
 

 
③国際線旅客事業  
・ 第１四半期にアイスランドの火山噴火やタイの政情不安による一時的な影響はあり

ましたが、ビジネス需要の顕著な回復とプレジャー需要の堅調な推移により、全方面

で旅客数は前年同期実績を上回りました。 
・ ７月より成田＝ミュンヘン線を新規開設し、また新プロダクト＆サービスコンセプト  

「Ｉｎｓｐｉｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ｊａｐａｎ」搭載機材を成田＝ニューヨーク線、成田＝フランクフルト

線に投入するなど競争力の強化に努めました。 
・ ５月からの上海万博開催に合わせた旅行商品の提供、訪日促進キャンペーンの継

続実施などプレジャー需要の獲得にも努めました。 

結果として、国際線旅客収入は前年同期比４０．５％増の４０８億円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第２四半期累計期間 増減 増減率(%) 

売上高（億円） １，４１８ １，００９ ４０８ ４０．５ 
旅客数（千人） ２，６０１ ２，１８６ ４１４ １９．０ 
座席キロ（百万座席キロ） １３，９２５ １３，４７５ ４４９ ３．３ 
旅客キロ（百万人キロ） １１，０２５ ９，７５０ １，２７４ １３．１ 
利用率（％） ７９．２ ７２．４ ６．８ ――― 
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④貨物事業 
・ 国内線は、国際線への接続貨物が伸びており、輸送重量の底上げに寄与しましたが、

機材小型化の影響もあり、輸送重量は前年同期実績を下回りました。 
・ 国際線は、液晶・半導体関連部材の荷動きが活発な中国路線、アジア路線を中心に

需要は好調に推移し、輸送重量は前年同期実績を上回りました。 
  

結果として、国内線貨物収入は前年並み、国際線貨物収入は前年同期比７８．９％増の

１８０億円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物事業】 平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第２四半期累計期間 増減 増減率(%) 

売上高（億円） １５６ １５８ ▲  １ ▲ １．２ 
輸送重量（千トン） ２１９ ２２９ ▲ １０ ▲ ４．４ 

国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ２１８ ２２７ ▲  ８ ▲ ３．７ 
売上高（億円） ４０９ ２２８ １８０ ７８．９ 
輸送重量（千トン） ２７２ １８６  ８５ ４５．６ 

国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ９９８ ８１９  １７９ ２１．８ 
 
 
 
（２）連結財政状態 
・ 資産の部では、譲渡性預金など手元資金が増加するとともに、航空機を受領したことなど

により、流動資産と固定資産がそれぞれ増加しました。 
・  有利子負債は、社債の発行や新規の借入により、１，０７２億円増加しました。 
・ 自己資本は６億円減少の４，７２９億円、自己資本比率は２３．３％となりました。 

（自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 平成２２年３月期 増減 

総資産（億円） ２０，２９１ １８，５９０ １，７００ 
自己資本（億円）  （注１） ４，７２９ ４，７３５ ▲    ６ 
自己資本比率（％） ２３．３ ２５．５ ▲  ２．２ 
有利子負債残高（億円） （注２） １０，４８９ ９，４１６ １，０７２ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） ２．２ ２．０   ０．２ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況 
・ 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益に、減価償却費や 
税金などの調整の結果、１，２１３億円の収入となりました。 
・  投資活動によるキャッシュ・フローは、航空機を中心に投資を行った結果、１，７８４億円
の支出となりました。 
・  財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済を進める一方、社債の発行、新規の
借入により資金調達を行った結果、１，０２６億円の収入となりました。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第２四半期累計期間 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，２１３ ７１３ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲１，７８４ ▲２，２４０ 

財務活動によるキャッシュ・フロー １，０２６ １，９３７ 

現金および現金同等物期末残高  １，９３５ １，８４３ 

減価償却費 ５７６ ５５７ 

 
 
２．通期の見通し 
 
・ 上半期業績は、世界的景気後退局面からの回復傾向が見られる中、旅客、貨物ともに当初

計画と比べて好調に推移しました。 
・ わが国経済は、アジアを中心とした世界経済の回復に伴い持ち直しつつありますが、依然と

して雇用環境は厳しく、急激な円高、株価低迷などもあり、先行きは楽観できない状況となっ

ております。 
・ 第３四半期以降は、引き続き需給適合を行いながら競争力の強化、需要喚起に努めるととも

に、羽田空港からの路線展開という最大のビジネスチャンスを確実に捉えてまいります。また、

コスト構造改革の推進による費用の抑制についても継続して着実に実行していきます。 
 

これらの状況から、あらためて今後の見通しについて精査した結果、業績予想を下記の通り

変更いたします。 
なお配当につきましては、当初の予定通り１株につき年間１円を予定しております。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２３年３月期見通し】 修正予想 
 

期初予想 
 

 
増減 

 

前年実績 
（平成２２年３月期） 増減 

営 業 収 入 １３，７７０ １３，６００ １７０ １２，２８３ １，４８６ 
営 業 利 益 ７００ ４２０ ２８０ ▲５４２   １，２４２ 
経 常 利 益 ３７０ １３０ ２４０ ▲８６３ １，２３３ 
当 期 純 利 益 ６０ ５０ １０ ▲５７３ ６３３ 

以 上 


